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2017 年度事業報告書 
 

特定非営利活動法人ダッシュ 
 

Ⅰ 事業期間 

 

 2017 年 4月 1日～2018 年 3月 31日 

 

Ⅱ 事業の成果 

 

 定款「第 5 条 事業の種類」に規定されている 7 事業について、事業全体については概ね順調に遂行

することができました。 

 

 1 人権教育推進事業 

 2 人権文化研究事業 

 3 被差別者権利擁護事業 

 4 人権団体交流事業 

 5 人権情報発信事業 

 6 児童福祉法に基づく障がい児通所支援事業 

 7 その他目的を達成するために必要な事業 

 

 1 人権教育推進事業 

 

 自主事業・組織運営  

 

 ダッシュプログラムの提供を通じて自主事業を展開し、現地学習の受け入れや講師派遣を実施しまし

た。現地学習の受け入れは中学生、教職員、市民研修等、各種団体等の利用がありました。講師派遣は、

教職員研修等への依頼がありました。 

 

 事業や組織運営の評価については、2006 年度の事業評価会議を受け、①事業が「拡がる」、②行政サ

ービスが「深まる」、③市民の運動へ「仕掛ける」、④他団体と「つながる」、⑤ボランティアの自主

的動きを「促す」、⑥先駆的事業へ「挑む」、⑦情報などを「知らせる」、⑧会員・スタッフ自身の自

己実現へ「気づく」という八項目を評価基準として設定し、自主事業、組織運営の改善につとめました。

情報発信はＳＮＳ等を活用しておこないました。 

 

 青少年センター事業 

 

（1）子どもすこやか広場事業（どろんこ子ども会） 

 幸・池上・信太・鶴山台北・鶴山台南・伯太・黒鳥小学校の低学年（1～3年生）児童を対象として、

小学校の長期休みや放課後に子どもたちの「やりたい！」や「なんで？」という気持ちを大切にしなが

ら、「様々な経験を積み重ね自分で考え自分で決める力を培う」ことを目標に、いろんな遊びやスポー

ツ・工作・おやつづくり・野外活動等の活動を展開しました。 

 2017年度も、子どもが好きなことをして過ごす「自由活動」、自分たちで活動を決め、学年単位で行

う「学年活動」、指導員やボランティアが企画したいろんな遊びやスポーツ、工作などの活動を子ども

たちが選ぶ「コーナー活動」、どろんこ子ども会全体で活動する「全体活動」、どろんこ子ども会以外

の子どもと一緒に活動する「交流活動」を中心に活動を展開し、遊びを通じて自らの興味・関心・好奇

心をベースに子どもたちが「自分（たち）で考えて行動する」力を培うことができました。 

 また、すべての子どもを対象とした居場所づくり事業（和泉市放課後子ども教室事業）との合同活動

をとおして、青少年センターを子どもたちの日常的な居場所へと近付け、特に高学年の子どもたちの活
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動環境も充実させることができました。 

 

（２）概ね３０歳までの青少年を対象に「難しい」「堅い」といったイメージで捉えられがちなテーマ

（人権・防災・平和・環境）を身近なこととして若者に捉えてもらえるよう、体験型、参加型プログラ

ム（全 11回）を行なうことで、五感で感じ、わかりやすく伝え、青少年の人権意識の向上につなげまし

た。また、青少年センターで活動するボランティアの研修として位置づけ、様々な問題について学習を

することで、子どもと関わるための知識づけも行いました。 

 

（２－１）【人権】 

 子どもとの関わり方や発達障がい児への関わり方、韓国・朝鮮の料理講座を行い人権意識の向上に取

り組みました 

（２－２）【防災】 

 子どもに視点を絞った応急手当て、子どもの心理的応急処置（PFA）の講座や防災について学習しまし

た。心理的応急処置では、もし避難所で活動する立場になった時にどう子どもと接するように行動すれ

ばいいのかなどを実践的に学びました。 

（２－３）【平和】 

 集団的自衛権の講座や平和映画会を通して戦争について学び、あらためて戦争や平和、原爆について

考えました。 

（２－４）【環境】 

 信太山丘陵を散策、観察し自然破壊や環境保護について学びました。 

（２－５）【施設見学】 

 毎年恒例になった、淡路島モンキーセンターの見学に今年も行きました。遠足気分で行きながら、資

料館で農薬の問題や障がいのあるサルについて学びました。 

 

 

 人権文化センター事業  

 

（1）資料室事業 

 地元での研究会的活動と連動させて歴史講座を開催しました。信太山盆踊りや人造真珠、ガラス細工

に関する企画では体験、交流を重視して取り組みました。企画展では「平和と戦争」「識字」「ハンセ

ン病問題」「障害と共生」を取り上げました。 

 

（2）人権啓発研修事業 

 講演会、パネルディスカッション、ドキュメンタリー映画上映、体験交流企画などの企画に取り組み

ました。法人や職員のネットワークを活かし、他団体、個人との協働事業としても取り組みました。 

 

（2－1）同和問題 

 部落差別解消推進法学習会、部落問題フリーライタートーク企画、同和教育運動の経験から学ぶ 

 

（2－2）人権問題全般 

 平和映画上映と青少年平和学習発表、ドキュメンタリー映画「カピウトトアパッポ～アイヌ姉妹の物

語」上映＆当事者講演、ハンセン病療養所現地学習会、社会的養護に関する学習会（当事者自作ドキュ

メンタリー上映） 

 

（2－3）女性の人権問題 

 性的少数者の立場から性と生を考える。（当事者講演会）、性暴力問題学習会（映画「月光」） 

 

（2－4）外国人の人権問題 

 ドキュメンタリー映画「ハーフ」、夜間中学ドキュメンタリー「こんばんは」、泉州南部の在日コリ

アンの生活史講演会。 

 



事業報告［3/5］ 

 2 人権文化研究事業 

 人権教育の推進にむけて、各種の学習会に参加するとともに、受託事業等での学習会を含めスタッフ

や事業関係者とともに学習しました。 

 

 3 被差別者権利擁護事業 

 スタッフが参加している他の相談事業の経験を活かしながら、相談内容や他団体との連携について、

調査・研究を進めました。 

 

 4 人権団体交流事業 

 ネットワーク拡大の視点から「ＹＯＵ・優・ロビー」活用を働きかけ、運営委員会に参加しました。 

 

 5 人権情報発信事業 

 ウェブログ、フェイスブック、ツイッターを利用して情報掲載、発信をしました。 

 

 6 児童福祉法に基づく障がい児通所支援事業 

 児童発達支援事業所の開設に向けた準備（情報収集・調査・研究）をはじめました。 

 

 7 その他目的を達成するために必要な事業 

 その時々の課題に対応しながら、新たな事業展開も視野に入れながら、展開してきました。 

 

Ⅲ 事業の実施状況 
 

 1 特定非営利活動に係る事業   

 

 （ 1）（事業名）    人権教育推進事業 

    （内 容）    ダッシュツアー、人権文化センター事業、青少年センター事業、 

             中高生の将来設計応援の会事業他 

    （実施場所）   和泉市内 

    （実施日時）   通期 

    （事業の対象者） 人権、環境、ジェンダー、子どもの権利など、人権問題に関心のある企業、

学校、グループ、個人 

    （収 入）    23,310,513円（代金、委託費、助成金） 

    （支 出）    22,520,750 円（事業費） 

 

 （ 2）（事業名）    人権文化研究事業 

    （内 容）    ダッシュ例会、講師派遣 

    （実施場所）   人権文化センター、その他 

    （実施日時）   例会、随時（派遣） 

    （事業の対象者） ダッシュ会員、和泉市民、その他 

    （収 入）          100,000 円（代金） 

    （支 出）             0円 
 

 （ 3）（事業名）    被差別者権利擁護事業 

    （内 容）    人権ケースワーク研究、ダッシュライン準備 

    （実施場所）   人権文化センター、その他 

    （実施日時）   随時 

    （事業の対象者） 被差別者、被抑圧者 

    （収 入）             0円 

    （支 出）             0円 
 

 （ 4）（事業名）    人権団体交流事業 
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    （内 容）    「ＹＯＵ・優・ロビー」運営委員会参画等 

    （実施場所）   ＹＯＵ・優・ロビー、その他 

    （実施日時）   随時 

    （事業の対象者） 人権団体など 

    （収 入）             0円 

    （支 出）             0円 

 

 （ 5）（事業名）    人権情報発信事業 

    （内 容）    ダッシュホームページ運用、ダッシュレター発行（復刊にむけての準備）、

人権団体ネットワークの情報収集発信 

    （実施場所）   和泉市内、その他 

    （実施日時）   随時、 

    （事業の対象者） ダッシュ会員、人権団体ネットワーク、利用登録団体 

    （収 入）             0円 

    （支 出）           5,162 円 

 

 （ 6）（事業名）    児童福祉法に基づく障がい児通所支援事業 

    （内 容）    児童発達支援事業所の開設に向けた準備（情報収集・調査・研究） 

    （実施場所）   和泉市内、その他 

    （実施日時）   随時 

    （事業の対象者）  

    （収 入）             0円 

    （支 出）             0円 

 

 （ 7）（事業名）    その他目的を達成するために必要な事業 

    （内 容）    人権活動団体・グループへの寄付、団体会員会費 

    （実施場所）   青少年センター、人権文化センター他 

    （実施日時）   年間を通じて 

    （事業の対象者） 青少年ほか 

    （収 入）          755,469 円 

    （支 出）             0円 

 

 

Ⅳ 総会の開催状況 

 

 第 18 回定時総会 

 （日 時）  2017 年 6月 23 日（金） 午後 7時 30分 ～ 午後 9時 30分 

 （場 所）  和泉市伯太町六丁目 1番 20号  

        和泉市立人権文化センター 3階共用スペース 

（社員総数） 11 名 

（出席者数） 11 名（うち委任状出席者 5名） 

（内 容）  第 1号議案 2016 年度事業報告承認の件 

       第 2号議案 2016 年度収支決算承認の件 

       第 1号報告 監査報告の件 

       第 2号報告 2017 年度事業計画報告の件 

       第 3号報告 2017 年度収支予算報告の件 

        全て審議の結果、全員一致で承認 

 

Ⅴ 理事会その他の役員会の開催状況 

 

 第 34 回理事会 
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 （日 時）  2017 年 5月 24 日（水） 午後 6時 30分 ～ 午後 7時 00分 

 （場 所）  和泉市六丁目 1番 20号伯太町和泉市立人権文化センター共用スペース 

 （内 容）  第 1号議案 2015 年度事業報告の件 

         審議の結果、全員一致で可決承認 

        第 2号議案 2015 年度収支決算の件 

         審議の結果、全員一致で可決承認 

 

 第 35 回理事会 

 （日 時）  2018 年 3月 13日（火） 午後 6時 30分 ～ 午後 7時 00分 

 （場 所）  和泉市伯太町六丁目 1番 20号 和泉市立人権文化センター共用スペース 

 （内 容）  第 1号議案 2017 年度補正予算の件 

         審議の結果、全員一致で可決承認 

        第 2号議案 2018 年度事業計画の件 

         審議の結果、全員一致で可決承認 

        第 3号議案 2018 年度収支予算の件 

         審議の結果、全員一致で可決承認 

 

 


